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は
じ
め
に

今
回
は
、
江
戸
時
代
の
絵
図
の

上
で
ふ
る
さ
と
を
探
訪
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
千
曲
川
に
関
連
す
る
、

年
代
の
違
う
も
の
を
二
枚
用
意
し

ま
し
た
。
古
い
年
代
か
ら
順
に
ご

案
内
し
ま
す
。
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１
．
延
宝
六
年

千
曲
川
絵
図

　
　（
竹
内
範
雄
家
文
書
）

延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に
坂

木
村
と
五
明
村
と
の
境
界
争
い
の

際
に
描
か
れ
た
絵
図
（
写
）
で
す
。

争
点
と
な
っ
た
柳
原
が
大
き
く
描

か
れ
て
お
り
、
実
際
の
距
離
感
と

は
異
な
り
ま
す
。
当
時
の
坂
木
村

は
、
金
井
村
・
横
尾
村
・
中
之
条

村
と
共
に
、
越
後
高
田
藩
領
で
し

た
。
対
す
る
五
明
村
は
、
網
掛
村
・

上
平
村
・
鼠
宿
村
・
新
地
村
と
共

に
松
代
藩
領
で
す
。

概
観
す
る
と
、
千
曲
川
が
木
の

根
の
様
に
う
ね
り
、
大
き
な
中
洲

が
で
き
て
い
ま
す
。
南
（
上
流
）

を
上
に
し
て
、
東
西
に
支
流
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
線
で
主
要
な
道

を
、
丸
囲
い
で
村
や
集
落
を
描
き
、

山
々
が
周
縁
に
連
な
り
ま
す
。
北

の
山
に
は
「
村
上
義
清

山
城
」

と
あ
り
、
そ
の
麓
に
横
吹
坂
が
大

き
く
描
か
れ
、
そ
の
山
肌
に
千
曲

川
が
ぶ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
現
在

の
国
道
一
八
号
線
は
明
治

十
年
に
開
通
し
た
も
の
で
、

江
戸
時
代
は
風
が
強
く
険

し
い
横
吹
坂
を
通
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

細
部
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
東
岸
で
南
北
に
走
っ

て
い
る
道
は
、
北
国
往
還
で

す
。
上
か
ら
鼠
宿
村
、
金

井
村
、
横
尾
村
、
中
之
条

村
、
四
ツ
屋
、
田
町
、
横

町
、坂
木
宿
立
町
、大
門
町
、

新
町
と
あ
り
、
鼠
宿
村
と

四
ツ
屋
の
脇
に
木
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
根
元
に
土

の
山
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一

里
塚
を
表
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
一
里
塚
に
は
エ

ノ
キ
や
マ
ツ
が
植
え
ら
れ

た
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
二

つ
の
塚
に
は
何
が
植
え
ら

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ど
ち
ら
も
現
存
は
せ
ず
、
伝
承

の
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。

四
ツ
屋
付
近
の
川
岸
に
は
、

逆
さ
に
描
か
れ
た
社
が
見
え
ま

す
。
千
曲
川
が
ぶ
つ
か
る
場
所

に
あ
た
る
の
で
、
水
除
け
の
神

と
し
て
伊
勢
宮
を
祀
っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。
千
曲
川
沿
岸
の

地
域
に
は
、
今
も
伊
勢
宮
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
社
が

な
く
な
っ
て
も
「
伊
勢
宮
、
伊

勢
社
」
な
ど
地
名
に
残
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

は
、
か
つ
て
そ
の
土
地
が
水
害

に
悩
ま
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

千
曲
川
が
東
に
蛇
行
す
る
地

点
か
ら
横
吹
ま
で
支
流
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
沿
っ
て

「
本
田
」「
田
」
と
書
き
込
ま
れ

て
お
り
、
農
業
用
水
と
し
て
利

用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

山
々
に
は
、
部
分
的
に
木
が

茂
っ
て
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
、

御
林
（
幕
府
や
領
主
が
管
理
・

保
護
す
る
山
林
）
や
持
林
（
村

や
寺
社
、
個
人
持
ち
の
山
林
）

を
表
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

西
岸
に
は
、
千
曲
川
か
ら

取
り
入
れ
た
六
ヶ
郷
用
水
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
網
掛
村
と
五

明
村
の
農
地
を
潤
し
て
い
る
の

は
、
現
在
も
見
ら
れ
る
光
景
で

す
。
五
明
村
付
近
に
小
さ
な
丸

囲
い
が
あ
り
、「
新
田
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に

な
っ
て
開
発
が
行
わ
れ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
絵
図
は
、
残
念
な
が
ら

延
宝
六
年
千
曲
川
絵
図
全
体
図

鼠宿一里塚

四ツ屋一里塚

横
吹
坂

鼠
宿
一
里
塚
跡
付
近

上
平
村
や
苅
屋
原
地
区
が
描
か

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代

前
期
の
坂
城
や
千
曲
川
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
も
の

で
す
。
ま
た
、
坂
木
宿
ふ
る
さ

と
歴
史
館
で
は
、
同
年
の
裁
許

絵
図
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
紹
介
し
た
も
の
と
よ
く
似

て
い
ま
す
が
、
坂
木
宿
や
馬
場

な
ど
が
描
か
れ
て
お
り
、
興
味

深
い
も
の
で
す
。

２
．
寛
政
九
年

千
曲
川
絵
図

（
竹
内
範
雄
家
文
書
）

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に

中
之
条
村
と
網
掛
村
と
の
争
論

に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
絵
図
で

す
。
両
村
の
間
の
河
川
敷
が
大

き
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

１
と
２
の
絵
図
の
間
に
は
百

年
以
上
の
開
き
が
あ
り
、
そ
の

間
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）

に
戌
の
満
水
と
呼
ば
れ
る
千

曲
川
大
洪
水
を
経
験
し
て
い
ま

す
。
戌
の
満
水
の
翌
年
に
は
、

西
岸
の
網
掛
村
、
五
明
村
、
力

石
村
に
か
け
て
、
堤
防
の
修
築

工
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時

に
幕
府
か
ら
工
事
役
と
し
て
派

遣
さ
れ
た
役
人
・
大
草
太
郎
左

衛
門
の
名
か
ら
、
こ
の
大
堤
防

は
「
大
草
堤
防
」
と
呼
ば
れ
ま

し
た
。
現
在
の
連
続
堤
防
は
、

こ
う
し
た
江
戸
時
代
の
堤
防
を

基
に
し
て
い
ま
す
。

西
岸
に
描
か
れ
た
い
く
つ
も

の
筋
は
堤
防
を
表
し
て
お
り
、

一
部
は
大
草
堤
防
と
思
わ
れ
ま

す
。「
堤
」「
石
積
堤
」
と
書
き

分
け
ら
れ
、
構
築
素
材
の
違

い
が
わ
か
り
ま
す
。
ひ
と
き
わ

大
き
な
横
一
文
字
は
、「
大
堤
」

と
書
か
れ
、
川
表
に
枠
（
木
枠

を
組
ん
で
石
を
入
れ
、
川
に
沈

め
る
水
制
工
）
が
並
ん
で
い
ま

す
。
大
堤
の
脇
に
は
石
が
積
ま

れ
、
漁
場
と
し
た
よ
う
で
す
。

四
ツ
屋
一
里
塚
跡
付
近

伊
勢
宮
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こ
の
大
堤
の
下
流
に
は
二
本
の

流
れ
が
あ
り
、
東
は
「
新
本

瀬
」、
西
は
「
元
本
瀬
」
で
す
。

元
本
瀬
の
西
は
数
々
の
堤
に
よ

り
「
新
田
」
が
広
が
り
、
東
は

「
石
川
原
」
の
間
に
「
草
生
場
」

が
あ
り
、
作
付
け
が
で
き
そ
う

で
す
。
大
洪
水
の
後
の
工
事
は
、

網
掛
村
に
新
た
な
農
地
を
も
た

ら
し
た
と
見
え
ま
す
。

一
方
の
中
之
条
村

は
、
こ
れ
ら
の
堤
工
事

や
漁
場
の
た
め
に
千

曲
川
の
流
れ
が
変
わ

り
、
引
き
込
ん
で
い
た

枝
瀬
が
新
本
瀬
と
な
っ

て
少
々
の
大
水
で
も
農

地
が
荒
れ
る
う
え
、
対

岸
の
中
之
条
村
分
の

農
地
で
網
掛
村
が
勝

手
な
作
付
け
を
し
て
い

る
、
と
網
掛
村
を
相
手

に
訴
訟
を
起
こ
し
ま
し

た
。新
本
瀬
の
東
に「
田

畑
川
欠
跡
」
が
広
が
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

１
の
絵
図
の
「
本
田
」

「
田
」
の
場
所
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
中
之
条
村

は
、
漁
場
の
石
積
み
を

即
座
に
崩
し
、
元
本
瀬
に
流
れ

を
戻
す
よ
う
訴
え
ま
し
た
。
河

川
敷
の
僅
か
な
農
地
で
も
、
村

民
の
く
ら
し
に
か
か
わ
る
大
問

題
だ
っ
た
の
で
す
。

１
、２
の
両
絵
図
は
、
中
之

条
村
の
名
主
・
竹
内
覚
左
衛
門

が
控
と
し
て
持
っ
て
い
た
も
の

で
す
。
１
の
絵
図
は
、
戌
の
満

水
よ
り
前
の
千
曲
川
が
描
か
れ

て
い
る
た
め
、
寛
政
九
年
の
裁

判
に
際
し
、
中
之
条
村
が
精
巧

な
写
を
作
成
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
絵
図
と
共
に
、
裁

判
に
関
わ
る
古
文
書
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

災
害
が
起
こ
る
た
び
、
過
去

の
災
害
を
記
し
た
歴
史
資
料
が

注
目
さ
れ
ま
す
。
令
和
元
年
の

東
日
本
台
風
（
台
風
十
九
号
）

以
降
、
そ
れ
ら
を
広
く
共
有
し
、

活
用
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
歴
史
資
料
に
は
災
害

や
復
旧
事
業
が
記
録
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
地
域

の
脆
弱
性
と
そ
の
対
策
方
法
を

示
唆
し
て
い
ま
す
。

坂
城
町
の
中
に
も
、
こ
れ
だ

け
情
報
量
の
あ
る
絵
図
が
残
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
文
化
財
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
古
文
書
等
閲
覧

室
」
を
設
け
、
寄
贈
さ
れ
た
古

文
書
等
を
ど
な
た
で
も
閲
覧
で

き
る
よ
う
整
理
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
資
料
目
録
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
本
間

美
麻
）

新
本
瀬
、
元
本
瀬

西
岸
の
大
堤

第50回　文 化 祭 開 催
～したしむ・つくる・ふれあう・ささえる～

　町文化祭を10月 22日（土）、23日（日）の2日間、文化センターと武道館で開催しました。
　武道館では、書道、盆栽、華道、絵画、レカンフラワー、写真、陶芸、俳句、短歌など様々な分野の作品が展示さ
れました。また、今年度の作品展示には、坂城町国際交流協会がウクライナから避難をしてきた子どもたちが描いた
絵を展示し、支援を呼びかけていました。
　文化センターで行われた芸能公演では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、入場者を関係者のみに
制限しましたが、参加された16団体の皆さんは日頃の練習の成果を発揮され、素晴らしいステージばかりでした。

合唱（村上小学校合唱部） ハーモニカ演奏（坂城ローズガーデン）

写真（坂城写友会） 盆栽（愛盆会）

仕舞（坂城子ども能楽教室） 車イスダンス（坂城ダンスクラブ）

書道（信濃書道会） ウクライナの子どもたちの絵

寛政九年千曲川絵図全体図
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